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質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

1 子宮頚がん予防ワクチン 

接種の取組について 

 

【質問趣旨】 

子宮頸がんはＨＰＶの感染に

より生じ、患者は 20 歳代から

増加。日本では毎年約 1.1 万

人の女性がかかり、約 2,900

人の女性が亡くなっている。 

国は 2013 年度より小 6〜高 1

相当の女子を対象にＨＰＶワ

クチンの定期接種を開始。一

時期、積極的勧奨の差し控え

を行っていたが、2021 年には

勧奨再開を決定。今年度から

は予防効果の高いワクチンを

追加するなど、国の積極的予

防対策が見られる。 

本市においても昨年度より、

積極的勧奨を再開し子宮頚が

ん予防に取り組んでいること 

から、本市の取組について伺

ってまいります。 

 

(1)HPV ワクチン接種に対す

る本市の見解とこれまで

の取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)新たなワクチン追加に 

関する対応について 

①本市では 2022 年度に国の通知に従い、HPV ワクチン接種の積極勧奨を再開したが

接種の重要性については、どのような見解か伺う。 

 

②本市では積極的勧奨が差し控えられていた中、2020 年度には小 6 から高 1 の全対

象者に、また 2021 年度には小学 6年生と高校 1年生の対象者に対し、郵送による

個別案内を行っている。これは何を目的としていたのか伺う。 

 

③HPV ワクチンの本市の定期接種率は 2019 年度 0.9％、2020 年度は 2.3％、2021 

年度は 7％、そして 2022 年度の接種完了者は 7.6％と推移している。接種率の 

向上において、どのような取組が有効と考えているか伺う。 

 

①今年度から、新たに 9価ワクチン（シルガ－ド 9）が加わり、定期接種・キャッチ 

アップ接種ともに公費で受けられる HPV ワクチンは 2価・4価・9価の 3種類とな

った。本市では今年度、小学 6年と中学 1年には定期接種の個別案内を郵送し、 

9 価についての情報提供は出来ている。しかし、そのほかのキャッチアップ接種を

含む多くの対象者には、新たに加わったワクチンの情報について確実な案内は出

来ていない。この状況について見解を伺う。 

 

②9 価ワクチンは 15 才未満なら接種回数は 2 回、効果は 2 価・4 価が子宮頸がんの

原因の 50～70％を防ぐのに対し、9 価は 80～90％を防ぐとされている。他の自治

体では 9 価ワクチンが定期接種として公費対象になったことを個別案内している

事例もある。本市では限定的な案内に留まっている状況であるが、他の対象者や

その保護者へ確実に伝えるため、どのように周知するか伺う。  
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（3）医療機関での対応に 

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）キャッチアップ接種に 

ついて 

③現状では多くの対象者は、個別案内による新たなワクチンの情報を受けていない。

このことは情報提供に関し公平性が保たれず、また、対象者にとっては検討・判

断の機会や選択の幅が狭められ不利益に繋がると考えられる。今年度、案内を送

っていない対象者へ、最新のワクチン情報について個別案内を行うべきと考える

が見解を伺う。 

 

①本市は今年度の一部対象者に対する個別案内では、ワクチン 3 種に対応した新し

い予診票を届けているが、その他の対象者は過去に送付されたワクチン 2 種のみ

に対応した予診票を持つ。接種のために医療機関へ出向いた対象者が 9 価ワクチ

ンを選択する場合、2種対応の予診票持参者に対して医療機関ではどのように対応

するか伺う。 

 

②最新のワクチン情報が個別案内されていないため、9価ワクチンの存在を知った対

象者や保護者が医療機関に対し、問い合わせを行ったり、来院時に説明を求める

ことが想定される。医療機関では 9 価ワクチンが定期接種となったことなどを対

象者に説明することとなるが、医療機関の負担をどのように考えるか伺う。 

 

①2014 年からの積極的勧奨の差し控えにより、接種機会を逃した方へのキャッチア

ップ接種期間は２０２５年３月までと定められていることから、令和 6 年度がキ

ャッチアップ対象者にとって公費で接種できる最後の年度となる。このため接種

が完了していない対象者に対し、接種期間の期限が近づいていることを個別案内

すべきと考えるが見解を伺う。 
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(5)HPV やワクチン接種の 

啓発について 

①ＨＰＶワクチンは、初めて性交渉を経験する前の段階で接種する事が望ましく、

定期接種対象者は小 6 から高 1 相当までと限られている。接種の判断や、今後、

大人になっていく子ども達が自身の健康を守っていくためにも、子宮頸がんやＨ

ＰＶ、そしてワクチンについて、学校で学ぶ機会を設けてはと考えるが見解を伺

う。 

 

②約 8 年にわたる積極的な接種勧奨差し控えの影響は大きく、不安に思う対象者や

保護者もいる。対象者は接種について自身で判断出来ない可能性もあることから、

保護者にも子宮頸がんの予防効果やがんのリスク、治療による将来への影響、ま

た、心配される接種後の症状など、効果とリスクについて知っていただく必要が

ある。その上で正しい情報をもとに接種の意思決定がなされるべきと考えるが、

どのような支援を行っているか伺う。 

 

 


